
ホタテガイ優良品種作出試験-Ⅱ

陸奥湾における養殖ホタテガイの成熟､産卵について

小坂 善信 ･相坂 幸二 ･川村 要

1.日 的

ホタテガイ 1年貝の雄は成熟するが､雌は成熟しないかまたは成熟しても産卵しないとされてきた1)･2)･3)･

4)～5)､6)～7)｡しかし､近年､陸奥湾における養殖ホタテガイ 1年貝の生殖巣は冬季間に2年貝と同様に､外

見上の色調からは雌雄ともに成熟しているように見える｡しかし､これら1年貝は成熟し､産卵しているこ

とは確認されていない｡昨年度に引き続き､組織学的に1年貝､2年貝の成熟､産卵過程について調べ､採

苗予報の精度向上と､室内での母貝の成熟促進のための基礎資料を得ることを目的とした｡

2.材料及び方法

材料は青森市久粟坂沖において垂下養殖されていた平成4年産貝､平成 5年産貝､平成6年産貝を用いて､

平成 6年 1月から平成 7年4月にかけて2週間から1カ月毎にそれぞれ20個体づっ採取した｡

採取 した個体は殻長､全重量､軟体部重量､生殖巣重量を測定し､生殖巣指数は生殖巣重量÷軟体部重

量×100とした｡生殖巣は摘出後直ちにブアン氏液で固定した｡固定した生殖巣はアルコール脱水を行い､

通常のパラフィン法により厚さ7〝mの横断切片標本とした｡染色はマイヤーのヘマトキシリン･エオシ

ンの二重染色を行った｡

生殖巣の発達段階は､森等4)の段階に従い､第 Ⅰ期 (未分化期)､第Ⅲ期 (分化期)､第Ⅲ期 (成長期)､

第Ⅳ期 (成熟期)､第Ⅴ期 (放出期)､第Ⅵ期 (放出後期)､第Ⅶ期 (退行期)の7段階とした｡なお､便宜

的に1月を境としてそれ以前の貝を0年貝､ 1年貝とし､それ以降の貝を1年貝､2年貝とした｡また､雌

雄同体の個体については雌雄どちらかの発達段階の高いものを表記した｡

3.結果及び考察

図 1には各年級群の殻長の変化を示したが､ 1年貝である平成 5年産貝は8月から10月にかけての夏季

に成長停滞が見られたが､各年級群ともに共通して産卵期に近い 1月から2月に成長が停滞する傾向が見ら

れた｡しかし､平成 6年と7年の 1月､2月における平成4年産貝の2年貝と平成 5年産貝の2年貝の平均

穀長を比較すると､平成 6年における2年貝は10.7-ll.4cmであったが､平成 7年における2年貝は10.1

-10.8cmであり､平成 7年の2年貝は平成 6年の2年貝よりも小型であった｡同様に､平成 5年産貝の 1

年貝と平成 6年産貝の 1年貝の平均殻長を比較すると､平成 6年における 1年貝は5.4-6.7cmであったが､

平成 7年における 1年貝は4.7-6.1cmと､2年貝と同様に1年貝も平成 6年よりも小型であった｡同様な

傾向は全重量､軟体部重量にも見られた｡この原因としては前年の夏季から秋季にかけての水温が影響した

ものと考えられる｡平成 5年の夏は冷夏となり水温も極端に上がらなかったので､0年貝､ 1年貝は順調に

成長したが､平成 6年の夏は一転して､これまでにないような猛暑となり水温も過去最高となり､成長が遅

延したものと考えられる｡

図2には各年級の生殖巣指数と水温の変化を示した｡生殖巣の最低値は水温が最高値になる8月から9月

にかけて3-4になるが､9月以降の水温の低下とともに上昇し始め､2年貝である平成 6年における4年

産貝､平成 7年における5年産貝の生殖巣指数の最高値は2月上旬から中旬にかけてで､それぞれ25.8､

26.0となった｡ 1年貝である平成 6年における5年産貝､平成 7年における6年産貝ともに生殖巣指数の最

高値は3月上旬で､それぞれ11.1､ll.7となり､2年貝よりも1ケ月ほど遅れる傾向があった｡殻長は平成

6年と7年では差があったが､生殖巣指数には差は見られなかった｡
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の周年変化を図3に示したが､0年貝は7月から8月にかけては生殖巣内の大部分は腸管で占められていて､上皮細胞と



られなくなるのは5月以降であった｡また､未分化期 (Ⅰ)の個体が7月から見られたが､9月には生殖細

胞だけでなく､ろ胞も消失してしまう個体もあった｡しかし､10月以降にろ胞も形成し始め､その後徐々

に生殖細胞も発達していった｡2年貝は 1年貝と同様に生殖巣指数が低下する以前の 1月中旬にはすでに一

部の個体で放出期 (Ⅴ)に達するが､ 1月における放出期 (Ⅴ)の個体のろ胞内の空間は極めて小さかった｡

ろ胞内の空間が大きくなるのは､生殖巣指数が急激に低下する2月上旬から中旬以降であった｡しかし､2

年貝は 1年貝よりも放出期 (Ⅴ)の期間は長く､6月まで続いた｡生殖巣指数は､かなりの個体が一斉に大

量の精子または卵を放出し､ろ胞内の空間がかなり広がらなければ低下しないものと考えられる｡また､ 1

年貝は2年貝と比較して､産卵期における生殖巣の発達段階に個体間のバラツキが大きい傾向があり､産卵

期間も短いので､産卵誘発により人工種苗を得るには､2年貝よりも期間が限られてくるものと考えられる｡

さらに､1年貝が放出する卵が2年貝と同様にラーバが正常に発生するかどうかは今後検討する必要がある｡
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平成6年と7年における 1年貝､2年貝の 1月から4月までの産卵を比較するために図4､5に各年の生

殖巣指数と水温の変化を示した｡平成 6年 1月の水温は平成7年よりも低めであったが､水温の低下は緩や

かであり､2年貝の生殖巣指数は水温とは逆に平成 7年のほうが急激に上昇していった｡生殖巣指数の急激

な低下は平成 6年､7年ともに水温が低下傾向にも関わらず始まり､平成 6年で2月中旬､平成 7年で2月

上旬であった｡しかし､平成 7年の2年貝の生殖巣指数はその後徐々に低下していったが､平成 6年は3月

中旬に生殖巣指数は再度上昇し､その後3月下旬から4月にかけて低下していった｡ 1年貝の生殖巣指数は

平成 6年､7年ともに 1月から3月上旬までに徐々に上昇し､その後低下していく傾向が見られたが､平成

7年よりも6年のほうがその低下傾向が遅れぎみとなった｡

同様に組織学的な観察による生殖巣の発達段階の変化を図6から9に示した｡平成 6年､7年ともに生殖

巣指数が低下する以前の 1月中旬には一部の個体で産卵が確認されたが､平成 7年の2年産貝は､ 1月から

2月にかけて成長期 (Ⅲ)から放出期 (Ⅴ)に達する個体が急激に増加し､4月下旬には放出後期 (Ⅵ)に

達していた個体が80%以上あった｡しかし､平成 6年の2年貝は平成 7年と比較して､ 1月から2月にか

けて成長期 (Ⅲ)から放出期 (Ⅴ)に達するのが緩やかで､4月下旬でも放出後期 (Ⅵ)の個体が30%程

度しか見られなかった｡ 1年貝も同様に平成6年､7年ともに生殖巣指数が低下する以前の2月中旬には一

部の個体で産卵が確認されたが､平成 6年の 1月から2月にかけての成熟は遅く､平成 7年では 1月下旬に
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成長期 (Ⅲ)以下の個体が50%以下であったのに対して､平成6年は80%以上あった｡また､ 2年貝と同

様に平成 6年の 1年貝の産卵期間も長期化し､平成 7年では4月下旬に放出期 (Ⅴ)の個体が20%以下に

低下していたのに対して､平成6年は放出期 (Ⅴ)の個体が00%以上あった｡

この様に､平成 6年は平成 7年に比べて産卵期間が長期化した傾向が見られた｡これは平成 6年の3月中

旬の `̀ヤマセ''の影響により水温が急激に低下し､それに伴って産卵が抑制され､さらには未熟な生殖細胞

の成熟が再度促進されたためと考えられる｡

また､これまで陸奥湾での産卵時期は3月下旬から5月と言われてきた1)･2)｡ しかし､今回の調査では2

年貝の産卵開始時期は生殖巣指数から判断して2月上旬から中旬にかけてであるが､組織学的観察では実際

には一部の個体で 1月中旬から始まっていた｡いずれにしろ以前に比べて産卵開始時期は早期化している｡

長内3)が調べた陸奥湾における養殖2年貝でも 1月下旬には成熟期 (Ⅳ)に達している個体が95%も占め

ていたにも関わらず､産卵は3月下旬から始まっている｡しかし､今回の調査では平成 6年､7年ともに2

年貝は水温が低下傾向にある 1月中旬には一部の個体で産卵が開始され､ 1年貝でも2月中旬には開始され

ていた｡山本9)はホタテガイの産卵臨界水温は8.0-8.5℃で､それよりも低い温度では産卵は行われず､臨

界水温以上では水温が0.5℃上昇しても産卵が誘発されると報告している｡また､ホタテガイを室内で産卵

臨界水温以下の水温 (6℃)と臨界水温以上の水温 (9℃)で成熟させてから､産卵誘発を行っても産卵す

る10)ことから考えて､生殖巣内に成熟した生殖細胞が存在すると山本が言う臨界水温には関わらず急激な

水温上昇により産卵は誘発されるものと考えられる｡近年のホタテガイが今まで言われてきた臨界温度以下

でも産卵が開始されるようになった原因については今後さらに検討する必要がある｡
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図10には0年貝から2年貝までの性比を示した｡ 0年貝の7月から9月までは雌雄が判別できない状態であるが､

10月は雄だけが出現 し､11月からは雄と雌雄同体が出現 し､12月から雌の個体も出現 し始め､1月ま

では雄､雌､雌雄同体の個体が混在する｡ 2月以降は雄､雌の比率がほぼ 1:1の割合になる｡しかし､

1年貝の8月から9月にかけては生殖巣内のろ胞も崩壊し､雌雄が判別できない状態になる｡10月以降は再度ろ胞を形成

し始め､雌雄の判別ができるようになり､雌雄の比率は変動があるが､ほぼ 1:1の割合になった｡さら

に､ 1月における各年級群の雌雄の比率を比較すると､ 2年貝は平成 6年､ 7年ともに若干雌の比率が高い

傾向があるが雌雄の比率はほぼ 1:1である｡しかし､ 1年貝の雌雄の比率を比較すると平成 6年は1:1

であるが､平成 7年は雄が70%で､雌雄同体が18%､残 りの12%だけが雌であった (図11)｡この様に 1年貝では年により雌雄の比率が異なるが､ 2月においては両年ともに雌雄の比率がほぼ 1:1になっ

たことから考えて､年により性転換の速度が異なるということが言える｡これも前年の夏季から秋季にかけ

ての水温が影響したものと考えられる｡平成 5年の夏は冷夏となり水温も極端に上がらなかったため性転換

が早くなり､平成 6年の夏は一転

して､これまでにないような猛暑となり水温も過去最高となったので性転換も遅れたものと考えられる｡
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の方が殻長､軟体部重量も小さかったのにもかかわらず､ 1年貝､2年貝ともにその生殖巣指数には差が見

られなかった｡生殖巣指数は年齢によってある程度決定されるものと考えられる｡さらに図13､14には殻

長と生殖巣重量及び軟体部重量と生殖巣重量の関係を示したが､それぞれ大きな相関が見られた｡産卵時期

までの成長により生殖巣重量が異なっていくることが言える｡抱卵数と生殖巣重量との間には一次回帰式が

成立する15)が､産卵時期までの殻長または軟体部重量により抱卵数または産卵数が決定されるものと考え

られる｡いずれにしても､生殖エネルギーが増化することにより個体維持または成長に対するエネルギー比

率が低くなり､それにともない個体の生理活性は低下することが懸念される｡これが近年の陸奥湾における

春先のへい死の (別項参照)一要因になっていることが考えられる｡また､一部の地まき貝のようにこれら

の直線または曲線から大きくはずれるような集団 (別項参照)があれば､正常な産卵がなされていない可能

性がある｡
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